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寂
照
説
話
の
視
点
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

│ 

宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識 

│ 

薗　

部　
　

幹　

生　
　
　

　
　
　
　

一　

寂
照
の
出
家
・
入
宋
説
話

　

宇
治
拾
遺
物
語
・
第
五
九
話
に
「
三
川
入
道
遁
世
之
間
事
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
三
河
入
道
・
大
江
定
基
が
、
若
い
後
妻
の
死

後
に
起
こ
し
た
道
心
を
固
め
る
た
め
に
行
っ
た
奇
行
と
、
出
家
後
に
前
妻
と
再
会
し
て
も
そ
の
道
心
が
揺
る
が
な
か
っ
た
こ
と
を

語
る
説
話
で
あ
る
が
、
同
話
・
類
話
・
関
係
説
話
と
し
て
、
今
昔
物
語
集
・
巻
第
一
九
「
参
河
守
大
江
定
基
出
家
語
第
二
」、
続

本
朝
往
生
伝
・
第
三
三
話
、
今
鏡
・
第
九
、
発
心
集
・
巻
二
│
第
四
話
「
三
河
聖
人
寂
照
入
唐
往
生
事
」、
元
亨
釈
書
・
第
一
六
、

三
国
伝
記
・
巻
一
一
│
第
二
四
話
「
三
河
入
道
寂
照
事
」、
本
朝
高
僧
伝
四
七
、
古
事
談
・
巻
二
│
一
九
二
話
、
十
訓
抄
・
巻
第

一
〇
│
四
八
話
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
話
が
か
な
り
よ
く
知
ら
れ
た
説
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
特
に
今
昔
物
語

集
・
巻
第
一
九
│
第
二
話
と
は
口
吻
類
似
す
る
表
現
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
中
に
あ
る
渡
宋
の
後
に
皇
帝
の

前
で
鉢
を
飛
ば
し
た
話
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
・
第
一
七
二
話
「
寂
昭
上
人
飛
鉢
事
」
と
の
同
話
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

二
つ
の
話
を
対
照
さ
せ
て
引
用
し
て
お
く
（
引
用
は
、
ど
ち
ら
も
岩
波
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
が
、
対
照
の
都
合
上
、

引
用
書
の
段
落
は
無
視
し
て
、
独
自
に
○
数
字
に
よ
る
段
落
番
号
を
付
し
た
。
傍
線
引
用
者
）。
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物
也
ケ
リ
」
ト
思
ヒ
取
テ
、
忽
ニ
道
心
ヲ
発
シ
テ
ケ
リ
。

③　

而
ル
間
、
其
国
ニ
シ
テ
、
国
者
共
風
祭
ト
云
事
ヲ
シ
テ
、

猪
ヲ
捕
、
生
ケ
乍
ラ
下
シ
テ
ケ
ル
ヲ
見
テ
、
弥
ヨ
道
心
ヲ

発
シ
テ
、「
速
ニ
此
ノ
国
ヲ
去
ナ
ム
」
ト
思
フ
心
付
テ
、
亦
、

雉
ヲ
生
ケ
乍
ラ
捕
テ
人
ノ
持
来
レ
ル
ヲ
、
守
ノ
云
ク
、「
去

来
、
此
ノ
鳥
ノ
生
乍
ラ
造
テ
食
ハ
ム
。
今
少
シ
味
ヤ
美
キ

ト
試
ム
」
ト
。
守
ノ
心
ニ
入
ラ
ム
ト
思
ヒ
タ
ル
、
物
モ
不

思
エ
ヌ
郎
等
共
、
此
レ
ヲ
聞
テ
云
ク
、「
極
ク
侍
リ
ケ
ム
。

何
デ
カ
味
ヒ
増
ラ
ヌ
様
ハ
有
ム
」
ト
勧
メ
云
ケ
レ
バ
、
物

ノ
心
少
知
タ
ル
者
共
ハ
、「
奇
異
シ
キ
態
ヲ
モ
為
ム
ズ
ル
カ

ナ
」
ト
思
ヒ
ケ
リ
。
而
ル
ニ
、
雉
ヲ
生
乍
ラ
持
来
テ
揃
ラ

ス
ル
ニ
、
暫
ク
ハ
フ
タ

く
ト
為
ル
ヲ
引
カ
ヘ
テ
、
只
揃

ニ
揃
レ
バ
、
鳥
、
目
ヨ
リ
血
ノ
涙
ヲ
垂
テ
、
目
ヲ
シ
バ
叩

キ
テ
彼
レ
此
レ
ガ
皃
ヲ
見
ル
ヲ
見
テ
、
不
堪
シ
テ
立
去
ク

者
モ
有
ケ
リ
、「
鳥
此
ク
泣
ヨ
」
ト
テ
咲
テ
情
無
気
ニ
揃
ル

者
モ
有
リ
ケ
リ
。
揃
リ
畢
テ
ツ
レ
バ
下
セ
ケ
ル
ニ
、
刀
ニ

随
テ
血
ツ
フ

く
ト
出
来
ケ
ル
ヲ
、
刀
ヲ
打
巾
ヒ
打
巾
ヒ
下

シ
ケ
レ
バ
、
奇
異
ク
難
堪
気
ナ
ル
音
ヲ
出
シ
テ
死
ニ
畢
ニ
ケ

レ
バ
、
下
シ
畢
テ
ゝ
煎
リ
焼
ナ
ド
シ
テ
試
セ
ケ
レ
バ
、「
事

ノ
外
ニ
侍
レ
リ
ケ
リ
。
死
タ
ル
ヲ
下
シ
テ
煎
リ
焼
タ
ル
ニ

　

る
に
、

③　

三
川
国
に
風
祭
と
い
ふ
事
を
し
け
る
に
、
い
け
に
ゑ
と

い
ふ
事
に
、
猪
を
生
け
な
が
ら
お
ろ
し
け
る
を
見
て
、「
こ

の
国
、
の
き
な
ん
」
と
思
ふ
心
付
て
け
り
。
雉
を
生
な
が

ら
と
ら
へ
て
、
人
の
い
で
き
た
り
け
る
を
、「
い
ざ
、
こ

の
雉
、
生
け
な
が
ら
つ
く
り
て
食
は
ん
。
今
す
こ
し
、
あ

じ
は
ひ
や
よ
き
と
、
心
み
ん
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
い
か
で

か
心
に
い
ら
ん
と
思
た
る
郎
等
の
、
物
も
お
ぼ
え
ぬ
が
、

「
い
み
じ
く
侍
な
ん
。
い
か
で
か
、
あ
じ
は
ひ
ま
さ
ら
ぬ

や
う
は
あ
ら
ん
」
な
ど
は
や
し
い
ひ
け
り
。
す
こ
し
、
も

の
の
心
知
り
た
る
も
の
は
、「
あ
さ
ま
し
き
事
を
も
い
ふ
」

な
ど
思
け
り
。
か
く
て
前
に
て
、
生
け
な
が
ら
毛
を
む
し

ら
せ
け
れ
ば
、
し
ば
し
は
ふ
た

く
と
す
る
を
、
押
さ

へ
て
、
た
ゞ
む
し
り
に
む
し
り
け
れ
ば
、
鳥
の
目
よ
り
血

の
涙
を
た
れ
て
、
目
を
し
ば
た
ゝ
き
て
、
こ
れ
か
れ
に
見

合
は
せ
け
る
を
見
て
、
え
堪
へ
ず
し
て
、
立
て
の
く
物
も

あ
り
け
り
。「
こ
れ
が
か
く
鳴
こ
と
」
と
興
じ
わ
ら
ひ
て
、

い
と
ゞ
情
な
げ
に
む
し
る
も
の
も
あ
り
。
む
し
り
は
て

て
、
お
ろ
さ
せ
け
れ
ば
、
刀
に
し
た
が
ひ
て
、
血
の
つ
ぶ

く
と
い
で
き
け
る
を
、
の
ご
ひ

く
お
ろ
し
け
れ
ば
、

　
　
　
（
今
昔
物
語
集
）

①　

今
昔
、
円
融
院
ノ
天
皇
ノ
御
代
ニ
、
参
河
ノ
守
大
江
ノ

定
基
ト
云
フ
人
有
リ
。
参
議
左
大
弁
式
部
大
輔
済
光
ト
云

ケ
ル
博
士
ノ
子
也
。
心
ニ
慈
悲
有
テ
、
身
ノ
才
人
ニ
勝
タ

リ
ケ
ル
。
蔵
人
ノ
巡
ニ
参
河
ノ
守
ニ
任
。

②　

而
ル
間
、
本
ヨ
リ
棲
ケ
ル
妻
ノ
上
ヘ
ニ
、
若
ク
盛
ニ
シ

テ
形
チ
端
正
也
ケ
ル
女
ニ
思
ヒ
付
テ
、
極
テ
難
去
ク
思
テ

有
ケ
ル
ヲ
、
本
ノ
妻
強
ニ
此
レ
ヲ
嫉
妬
シ
テ
、
忽
ニ
夫
婦

ノ
契
ヲ
忘
レ
テ
相
ヒ
離
ニ
ケ
リ
。
然
バ
、
定
基
此
ノ
女
ヲ

妻
ト
シ
テ
過
グ
ル
間
ニ
、
相
具
シ
テ
任
国
ニ
下
ニ
ケ
リ
。

而
ル
間
、
此
ノ
女
、
国
ニ
シ
テ
身
ニ
重
キ
病
ヲ
受
テ
、
久

ク
悩
ミ
煩
ケ
ル
ニ
、
定
基
心
ヲ
尽
ク
シ
テ
、
歎
キ
悲
ム
デ

様
々
ノ
祈
祷
ヲ
至
ス
ト
云
ヘ
ド
モ
、
其
ノ
病
ノ
癒
ル
事
無

ク
シ
テ
、
日
来
ヲ
経
ル
ニ
随
テ
、
女
ノ
美
麗
也
シ
形
モ
衰

ヘ
持
行
ク
。
定
基
此
レ
ヲ
見
ル
ニ
、
悲
ノ
心
譬
ヘ
ム
方
無
。

而
ル
ニ
、
女
遂
ニ
病
重
ク
成
テ
死
ヌ
。
其
後
、
定
基
悲
ビ

心
ニ
不
堪
シ
テ
、
久
ク
葬
送
ス
ル
事
無
ク
シ
テ
、
抱
テ
臥

タ
リ
ケ
ル
ニ
、
日
来
ヲ
経
ル
ニ
、
口
ヲ
吸
ケ
ル
ニ
、
女
ノ

口
ヨ
リ
奇
異
キ
臭
キ
香
ノ
出
来
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
疎
ム
心
出

来
テ
、
泣
々
ク
葬
シ
テ
ケ
リ
。
其
後
定
基
、「
世
ハ
疎
キ

　
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
）

①　

参
河
入
道
、
い
ま
だ
俗
に
て
あ
り
け
る
お
り
、

②　

も
と
の
妻
を
ば
去
り
つ
ゝ
、
若
く
、
か
た
ち
良
き
女
に

思
つ
き
て
、

　　

そ
れ
を
妻
に
て
三
川
へ
い
て
下
り
け
る
ほ
ど
に
、
そ
の
女
、

ひ
さ
し
く
わ
づ
ら
ひ
て
、

　

良
か
り
け
る
か
た
ち
も
お
と
ろ
へ
て

　　

失
せ
に
け
る
を
、
か
な
し
さ
の
あ
ま
り
に
、
と
か
く
も
せ

で
、
夜
も
昼
も
か
た
ら
ひ
ふ
し
て
、
口
を
吸
い
た
り
け
る

に
、
あ
さ
ま
し
き
香
の
、
口
よ
り
出
き
た
り
け
る
に
ぞ
、

う
と
む
心
い
で
き
て
、
泣
く

く
葬
り
て
け
る
。
そ
れ
よ

り
、「
世
は
憂
き
物
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」
と
思
ひ
な
り
け
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⑤　

其
ノ
後
、
寂
照
、
心
ニ
、「
震
旦
ニ
渡
テ
止
事
無
キ
聖
跡

ヲ
礼
セ
ム
」
ト
思
フ
心
付
テ
、
…
…
（
略
）
…
…
泣
々
ク

返
ニ
ケ
ル
。

⑥　

其
後
、
寂
照
、
既
ニ
震
旦
ニ
渡
テ
、
思
ヒ
ノ
如
ク
所
々
ノ

聖
跡
ヲ
礼
ヌ
。
天
皇
モ
待
受
テ
止
事
無
ク
敬
ヒ
帰
依
シ
給

ヒ
ケ
リ
。
而
間
、
天
皇
其
ノ
国
ノ
止
事
無
キ
聖
人
共
ヲ
召

集
メ
テ
、
堂
ヲ
荘
リ
、
僧
供
ヲ
儲
テ
、
懃
ニ
供
養
シ
給
フ
ニ
、

天
皇
ノ
云
ク
、「
今
日
ノ
斉
会
ニ
ハ
手
長
不
可
入
ズ
。
只
前

ニ
居
タ
ル
所
ノ
鉢
共
ヲ
各
令
飛
テ
、
僧
供
ヲ
バ
可
請
キ
也
」

ト
宣
フ
。
心
ハ
日
本
ノ
寂
照
ヲ
試
ム
ガ
為
也
ケ
リ
。
然
レ

バ
宣
旨
ニ
任
テ
一
和
上
ヨ
リ
始
メ
テ
、
次
第
ニ
各
ノ
鉢
ヲ

令
飛
テ
僧
供
ヲ
請
ル
ニ
、
寂
照
ハ
戒

ノ
浅
ケ
レ
バ
最
下

ニ
着
タ
ル
ニ
、
寂
照
ガ
巡
ニ
成
テ
、
自
ラ
鉢
ヲ
取
テ
立
ム

ト
為
ル
ニ
、
人
有
テ
云
ク
、「
何
デ
カ
然
カ
有
ラ
ム
。
鉢

ヲ
令
飛
テ
コ
ソ
請
メ
」
ト
。
其
時
ニ
、
寂
照
ガ
鉢
ヲ
取
テ

捧
テ
云
ク
、「
鉢
ヲ
令
飛
ル
事
ハ
別
ノ
法
ト
シ
テ
、
其
ノ
行

法
ヲ
修
シ
テ
令
飛
ル
事
也
。
而
ル
ニ
、
寂
照
未
ダ
其
ノ
法

ヲ
不
習
ズ
。
日
本
ノ
国
ニ
ハ
古
ヘ
希
ニ
其
法
ヲ
習
ヘ
ル
人

有
ケ
リ
ト
伝
ヘ
聞
ク
ト
云
ヘ
ド
モ
、
末
ノ
世
ニ
ハ
其
法
ヲ

　

た
る
も
、
苦
し
と
も
思
は
ざ
り
け
る
な
り
。

⑤　⑥　

今
は
昔
、
三
川
入
道
寂
照
と
い
ふ
人
、
唐
に
渡
り
て
後
、

唐
の
王
、
や
ん
ご
と
な
き
聖
ど
も
を
召
し
集
め
て
、
堂
を

飾
り
て
、
僧
膳
を
ま
う
け
て
、
経
を
講
じ
給
け
る
に
、
王
、

の
給
は
く
、「
今
日
の
斎
莚
は
、
手
長
の
役
あ
る
べ
か
ら

ず
。
を
の

く
我
鉢
を
飛
せ
や
り
て
、
物
は
受
く
べ
し
」

と
の
給
ふ
。
其
心
は
、
日
本
僧
を
試
ん
が
た
め
な
り
。
さ

て
諸
僧
、
一
座
よ
り
次
第
に
鉢
を
飛
せ
て
、
物
を
受
く
。

三
川
入
道
、
末
座
に
着
た
り
。

　

そ
の
番
に
あ
た
り
て
、鉢
を
持
て
立
た
ん
と
す
。「
い
か
で
。

鉢
を
や
り
て
こ
そ
受
け
め
」
と
て
、
人
々
制
し
と
ゞ
め
け

り
。
寂
照
申
け
る
は
、「
鉢
を
飛
す
る
事
は
、
別
の
法
を

行
ひ
て
す
る
わ
ざ
な
り
。
し
か
る
に
、
寂
照
、
い
ま
だ
此

法
を
伝
行
は
ず
。
日
本
国
に
お
い
て
も
、
此
法
行
ふ
人
あ

り
け
れ
ど
、
末
世
に
は
行
ふ
人
な
し
。

　

ハ
、
事
ノ
外
ニ
増
タ
リ
」
ト
云
ヒ
ケ
ル
ヲ
、
守
ツ
ク
ぐ
ト

見
聞
居
テ
、
目
ヨ
リ
大
ナ
ル
涙
ヲ
落
シ
テ
、
音
ヲ
放
テ
泣

ケ
ル
ニ
、「
味
ヒ
甘
シ
」
ト
云
ツ
ル
者
ハ
恐
レ
テ
ゾ
有
ケ

ル
。
守
、
其
ノ
日
ノ
内
ニ
国
府
ヲ
出
テ
京
ニ
上
ニ
ケ
リ
。

道
心
堅
ク
発
ニ
ケ
レ
バ
、
髻
ヲ
切
テ
法
師
ト
成
ニ
ケ
リ
。

名
ヲ
寂
照
ト
云
フ
。
世
ニ
参
河
ノ
入
道
ト
云
フ
、
此
レ
也
。

「
吉
々
心
ヲ
堅
メ
ム
」
ト
思
テ
、
此
ル
希
有
ノ
事
共
ヲ
シ

テ
見
ケ
ル
也
ケ
リ
。

④　

其
後
、
寂
照
、
京
ニ
シ
テ
、
行
キ
テ
知
識
ヲ
催
ケ
ル

ニ
、
一
ノ
家
ニ
至
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
呼
ビ
上
テ
畳
ニ
居
ヘ
テ
、

美
饌
ヲ
儲
テ
令
食
ム
ト
為
ル
ニ
、
簾
ヲ
巻
上
タ
ル
内
ニ
、

服
物
吉
キ
女
居
タ
リ
。
見
レ
バ
、
我
ガ
昔
シ
去
リ
ニ
シ
妻

也
ケ
リ
。
女
ノ
云
ク
、「
彼
ノ
乞

、
此
ク
テ
乞
食
セ
ム

ヲ
見
ム
ト
思
ヒ
シ
ヲ
」
ト
云
テ
見
合
セ
タ
ル
ヲ
、
寂
照
恥

シ
ト
思
タ
ル
気
色
モ
無
ク
シ
テ
、「
穴
貴
」
ト
云
テ
持
来

タ
ル
饌
吉
ク
食
テ
、
返
ニ
ケ
リ
。
極
テ
難
有
キ
心
也
ケ
リ
。

道
心
堅
ク
発
ニ
ケ
レ
バ
、
此
ル
外
道
ニ
モ
値
テ
モ
不
騒
ズ

シ
テ
、
貴
ク
也
ケ
リ
。

　

あ
さ
ま
し
く
、
た
へ
が
た
げ
な
る
声
を
い
だ
し
て
、
死
は

て
け
れ
ば
、
お
ろ
し
は
て
て
、「
い
り
や
き
な
ど
し
て
、
心

み
よ
」
と
て
、
人
に
心
み
さ
せ
け
れ
ば
、「
こ
と
の
外
に
侍

け
り
。
死
た
る
を
ろ
し
て
、
い
り
や
き
し
た
る
に
は
、
こ
れ

は
ま
さ
り
た
り
」
な
ど
い
ひ
け
る
を
、
つ
く

ぐ
と
見
聞
き

て
、
涙
を
な
が
し
て
、
声
を
た
て
て
、
お
め
き
け
る
に
、「
う

ま
し
」
な
ど
い
ひ
け
る
も
の
ど
も
、
し
た
く
た
が
ひ
に
け
り
。

さ
て
、
や
が
て
そ
の
日
、
国
府
を
い
で
て
、
京
に
の
ぼ
り
て
、

法
師
に
な
り
に
け
り
。
道
心
の
お
こ
り
け
れ
ば
、
よ
く
心
を

か
た
め
ん
と
て
、
か
ゝ
る
稀
有
の
事
を
し
て
見
け
る
也
。

④　

乞
食
と
い
ふ
事
し
け
る
に
、
あ
る
家
に
、
食
物
え
も
い

は
ず
し
て
、
庭
に
畳
を
し
き
て
、
物
を
食
は
せ
け
れ
ば
、

此
畳
に
ゐ
て
、
食
は
ん
と
し
け
る
ほ
ど
に
、
簾
を
巻
上
た

り
け
る
内
に
、
よ
く
し
や
う
ぞ
き
た
る
女
の
ゐ
た
る
を
見

け
れ
ば
、
わ
が
さ
り
に
し
、
古
き
妻
な
り
け
り
。「
あ
の

か
た
い
、
か
く
て
あ
ら
ん
を
見
ん
と
思
ひ
し
ぞ
」
と
い
ひ

て
、
見
合
た
り
け
る
を
、
は
づ
か
し
と
も
、
苦
し
と
も
思

た
る
け
し
き
も
な
く
て
、「
あ
な
、
た
う
と
」
と
い
ひ
て
、

物
よ
く
う
ち
食
ひ
て
帰
に
け
り
。
あ
り
が
た
き
心
也
か

し
。
道
心
を
か
た
く
お
こ
し
て
け
れ
ば
、
さ
る
事
に
あ
ひ
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同
定
基
者
。
斉
光
卿
第
三
子
也
。
早
遂
祖
業
。
続
為
夕
郎
。
栄
爵
之
後
。
任
参
河
守
。
長
於
文
章
。
佳
句
在
人
口
。
夢
必
可
往
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
本
朝
往
生
伝
。
引
用
は
岩
波
・
思
想
体
系
『
往
生
伝　

法
華
験
記
』
に
よ
っ
た
）

　
　

そ
の
三
河
の
聖
も
博
士
に
お
は
し
て
、
大
江
の
氏
の
上
達
部
の
子
に
お
は
し
け
る
が
、
三
河
守
に
な
り
て
国
へ
下
り
給
ひ
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
鏡
。
引
用
は
、
講
談
社
学
術
文
庫
に
よ
っ
た
）

　
　

三
河
の
聖
と
云
ふ
は
、
大
江
定
基
と
云
ふ
博
士
、
是
な
り
。
三
河
守
に
な
り
た
り
け
る
時

　
　
（
発
心
集
。
引
用
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
に
よ
っ
た
）

　
　

釈
寂
昭
。
諌
議
大
夫
江
斉
光
子
也
。
俗
名
定
基
。
仕
官
至
参
州
刺
史
。（
元
亨
釈
書
。
引
用
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
っ
た
）

　
　

一
条
ノ

院
御
宇
、
大
江
定
基
ト

云
人
ハ

参
議
左
大
弁
済
光
卿
ノ

息
男
也
。
定
基
三
河
守
ニ

任
ジ
テ

　

国
務
ノ

間

　
　
（
三
国
伝
記
。
引
用
は
、
三
弥
井
書
店
・
中
世
の
文
学
に
よ
っ
た
）

　
　

参
河
守
大
江
定
基
ハ
、
参
議
左
大
弁
済
光
ト
云
人
ノ
子
也
。
出
家
シ
テ
寂
照
ト
云
。

　
　
（
東
斎
随
筆
。
引
用
は
、
三
弥
井
書
店
・
中
世
の
文
学
に
よ
っ
た
）

こ
の
う
ち
、
今
鏡
は
、
慶
滋
保
胤
の
死
に
際
し
て
三
河
の
聖
が
請
文
を
奉
っ
た
こ
と
を
記
し
た
の
を
受
け
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
他
、
宝
物
集
に
は
、
大
江
定
基
の
名
の
み
が
記
さ
れ
、
源
平
盛
衰
記
に
も
、「
大
江
定
基
三
河
守
ニ
任
ジ
テ
」
と
だ

け
あ
る
（
源
平
盛
衰
記
の
引
用
は
、
三
弥
井
書
店
・
中
世
の
文
学
に
よ
っ
た
）。
た
だ
し
、
宝
物
集
は
、
話
の
末
尾
に
、「
法
名
寂

照
、
三
川
入
道
と
云
是
な
り
」
と
、
人
物
説
明
的
な
要
件
を
付
加
し
て
終
わ
っ
て
い
る
（
宝
物
集
の
引
用
は
岩
波
・
新
日
本
文
学

大
系
に
よ
っ
た
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
書
物
が
定
基
の
説
明
に
あ
る
程
度
の
字
数
を
割
い

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

第
②
段
落
は
、
任
国
へ
下
っ
た
定
基
が
若
い
妻
の
死
に
直
面
し
て
道
心
を
起
こ
す
話
で
あ
る
が
、
今
昔
物
語
集
に
傍
線
を
付
し

た
、「
極
テ
難
去
ク
思
テ
有
ケ
ル
ヲ
、
本
ノ
妻
強
ニ
此
レ
ヲ
嫉
妬
シ
テ
、
忽
ニ
夫
婦
ノ
契
ヲ
忘
レ
テ
相
ヒ
離
ニ
ケ
リ
」・「
定
基
心

ヲ
尽
ク
シ
テ
、
歎
キ
悲
ム
デ
様
々
ノ
祈
祷
ヲ
至
ス
ト
云
ヘ
ド
モ
、
其
ノ
病
ノ
癒
ル
事
無
ク
シ
テ
」・「
定
基
此
レ
ヲ
見
ル
ニ
、
悲
ノ

　

行
フ
人
無
シ
。
此
レ
絶
タ
ル
事
也
。
然
レ
バ
何
に
依
テ
カ

寂
照
ガ
鉢
ヲ
令
飛
ム
」
ト
云
ヒ
居
タ
ル
ニ
、「
日
本
ノ
聖
人

ノ
鉢
遅
シ
遅
シ
」
ト
責
ケ
レ
バ
、
寂
照
思
ヒ
煩
テ
、
心
ヲ

至
テ
、「
本
国
ノ
三
宝
助
ケ
給
ヘ
。
我
レ
若
シ
鉢
ヲ
不
令
飛

ズ
ハ
、
本
国
ノ
為
ニ
極
テ
恥
也
」
ト
念
ズ
ル
程
ニ
、
寂
照

ガ
前
ナ
ル
鉢
、
俄
ニ
狛
鷸
ノ
如
ク
ク
ル

く
ト
転
テ
、
前

ノ
鉢
ヨ
リ
モ
疾
ク
飛
テ
行
テ
、
僧
供
ヲ
請
テ
返
ヌ
。
其
ノ

時
ニ
天
皇
ヨ
リ
始
メ
テ
、
大
臣
・
百
官
皆
礼
ミ
貴
ブ
事
無

限
シ
。
其
ノ
後
、
天
皇
、
寂
照
ヲ
帰
依
シ
給
フ
事
無
限
シ
。

⑦　

亦
、
寂
照
五
台
山
ニ
詣
デ
ゝ
、
…
…
（
略
）
…
…

⑧　

此
ノ
事
共
ハ
寂
照
ノ
弟
子
ニ
念
救
ト
云
僧
ノ
、
共
ニ
行

タ
リ
ケ
ル
ガ
、
此
ノ
国
ニ
返
テ
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
也
、
彼
ノ

国
ノ
天
皇
、
寂
照
ヲ
帰
依
シ
テ
、
大
師
号
ヲ
給
テ
、
円
通

ト
ゾ
云
ヒ
ケ
ル
。
此
レ
モ
機
縁
ニ
依
テ
出
家
シ
テ
此
ク
他

国
ニ
テ
モ
被
貴
ル
ゝ
也
ケ
リ
ト
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

　

い
か
で
か
飛
さ
ん
」
と
い
ひ
て
ゐ
た
る
に
、「
日
本
の
聖
、

　

鉢
遅
し

く
」
と
せ
め
け
れ
ば
、
日
本
の
方
に
向
て
、
祈

念
し
て
云
、「
我
国
の
三
宝
、神
祇
助
給
へ
。
恥
見
せ
給
な
」

と
念
じ
入
て
ゐ
た
る
程
に
、
鉢
、
こ
ま
つ
ぶ
り
の
や
う
に

く
る
め
き
て
、
唐
の
僧
の
鉢
よ
り
も
早
く
飛
て
、
物
を
受

け
て
帰
ぬ
。
そ
の
時
、
王
よ
り
は
じ
め
て
、「
止
事
な
き

人
也
」
と
て
、
拝
み
け
る
と
ぞ
申
伝
た
る
。

⑦　⑧

　

第
①
段
落
は
、
定
基
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
が
、
今
昔
物
語
集
が
定
基
の
生
き
た
時
代
や
出
自
・
人
柄
等
に
ま
で
及
ん
で
略

述
す
る
の
に
対
し
て
、
宇
治
拾
遺
物
語
で
は
「
参
河
入
道
、
い
ま
だ
俗
に
て
あ
り
け
る
お
り
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
定
基
そ
の

人
よ
り
も
話
の
内
容
の
方
に
興
味
の
中
心
が
あ
る
よ
う
に
看
て
取
れ
る
。
宇
治
拾
遺
物
語
の
そ
う
し
た
性
向
は
、
関
連
の
あ
る
説

話
を
収
め
る
諸
書
と
比
べ
た
時
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
言
い
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
認
の
意
味
で
、
諸
書
に
お
け
る
第

①
段
落
に
該
当
す
る
個
所
を
列
記
し
て
お
く
。



─　62　──　63　─

　

元
亨
釈
書
で
は
、「
会
失
配
。
以
愛
厚
緩
喪
。
因
観
九
相
。
深
生
厭
離
乃
割
冠
纓
投
叡
山
源
信
之
室
。
早
名
講
学
。」
と
し
て
（
傍

線
引
用
者
）、「
因
観
九
相
」
の
よ
う
に
続
本
朝
往
生
伝
と
共
通
す
る
要
素
が
入
っ
て
は
い
る
も
の
の
、さ
ら
に
簡
略
な
記
述
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、「
乃
割
冠
纓
投
叡
山
源
信
」
に
当
た
る
内
容
は
、
今
鏡
や
発
心
集
で
は
第
③
段
落
の
後
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
三
国
伝
記
に
は
、

　
　

赤
坂
ノ

力
寿
ト

云
遊
女
ニ

狎
レ
テ

　

契
深
カ
リ

　

ケ
ル
ガ
、
無
常
ノ

風
妙
ナ
ル

　

花
ノ

姿
ヲ

吹
キ

、
有
漏
ノ

霧
美
ナ
ル
月
の

容
ヲ

陰
。
彼
女
息
絶
眼

　
　

閇
ヌ
レ
バ

　
　

、
双
シレ

枕
ヲ

面
影
モ

同
セ
シ

レ

席
ヲ

移
香
も

替
リ

終
ヌ
レ
共
、
色
貪
ノ

愛
執
不
シ
テ

レ

尽
七
日
ヲ
満
ジ
テ

　
　

野
外
ニ

送
ル

。
恋
慕
ノ

火
ハ

焼　
二

哀
傷
ノ

　
　

胸
ヲ一

、
別
離
ノ

涙
ハ

浸　
二

愛
著
ノ

身
ヲ一

。
是
ヲ

逆
縁
ノ

善
智
識
ト
シ
テ
、
忽
ニ

出
家
シ
テ
号
シ二

寂
照
法
師
ト一

、

と
あ
り
、
任
国
の
三
河
で
亡
く
な
っ
た
の
は
都
か
ら
具
し
て
行
っ
た
若
い
妻
で
は
な
く
、
赤
坂
の
力
寿
と
い
う
遊
女
で
あ
っ
た
と

す
る
。
源
平
盛
衰
記
も
、「
赤
坂
ノ
遊
君
力
寿
ニ
別
テ
道
心
出
家
シ
テ
」
と
、
三
国
伝
記
と
通
ず
る
内
容
を
載
せ
て
い
る
（
三
国

伝
記
の
引
用
は
、
三
弥
井
書
店
・
中
世
の
文
学
に
よ
っ
た
）。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
宇
治
拾
遺
物
語
と
今
昔
物
語
集
と
の
近
似
性
は
他
書
に
比
べ
て
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
特
に
、
屍
に
対
す
る
口
吸
い
と
い
う
行
為
や
そ
の
際
に
異
臭
を
意
識
す
る
と
い
っ
た
強
烈
な
印
象
を
も
つ
モ
チ
ー
フ
の
存

在
は
、
今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
と
が
同
原
の
説
話
を
用
い
て
い
る
証
左
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
③
段
落
は
、
道
心
を
起
こ
し
た
定
基
が
任
国
・
三
河
で
そ
の
道
心
を
固
め
る
た
め
に
雉
を
生
き
た
ま
ま
捌
く
よ
う
命
ず
る
話

で
あ
る
が
、
前
段
に
比
べ
て
今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
と
の
類
似
性
は
い
っ
そ
う
顕
著
で
あ
り
、
同
原
の
話
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
で
、
今
昔
物
語
集
だ
け
に
見
ら
れ
る
「
弥
ヨ
道
心
ヲ
発
シ
テ
」
と
い
う
表
現
は
第
②
段
落
末
尾
の
「
忽

ニ
道
心
ヲ
発
シ
テ
ケ
リ
」
を
受
け
た
も
の
で
、「
参
河
守
大
江
定
基
出
家
語
」
と
い
う
題
名
に
象
徴
さ
れ
る
こ
の
話
に
お
け
る
今

昔
物
語
集
の
テ
ー
マ
が
強
調
さ
れ
た
表
現
で
も
あ
る
。
対
し
て
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
の
み
見
ら
れ
る
「
い
け
に
ゑ
と
い
ふ
事
に
」

と
い
う
記
述
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
が
わ
ざ
わ
ざ
付
加
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
本
来
こ
の
話
に
存
在
し
て
い
て
少
し
も
お
か
し
く
な

い
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
今
昔
物
語
集
の
「
極
ク
侍
リ
ケ
ム
」
よ
り
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
「
い
み
じ
く
侍
な
ん
」
の
方
が
内
容
的

心
譬
ヘ
ム
方
無
」・「
忽
ニ
道
心
ヲ
発
シ
テ
ケ
リ
」
と
い
っ
た
内
容
が
宇
治
拾
遺
物
語
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

宇
治
拾
遺
物
語
の
ほ
う
が
簡
略
な
内
容
・
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
共
通
部
分
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
口
吻
類
似
し
て

い
る
点
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
、
両
書
が
同
原
の
説
話
を
収
録
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
点
を

確
認
す
る
た
め
に
、
こ
の
第
②
段
落
と
同
じ
よ
う
な
内
容
を
含
む
他
書
の
当
該
部
分
の
記
事
を
見
て
お
き
た
い
。

　

続
本
朝
往
生
伝
で
は
、「
未
発
心
之
前
。
唯
事
狩
猟
。
聞
人
咲
曰
。
不
是
往
生
之
業
。
其
後
於
任
国
。
所
愛
之
妻
逝
去
。
爰
不
堪
恋
慕
。

早
不
葬
斂
。
観
彼
九
想
。
深
起
道
心
。
遂
以
出
家
。（
法
名
寂
照
）」
と
あ
り
（
傍
線
引
用
者
）、
九
想
を
観
じ
て
出
家
し
た
と
い

う
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
ス
ト
ー
リ
ー
的
に
は
か
な
り
簡
潔
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
宝
物
集
で
は
、「
お
も
は
し
か
り
け
る
妻

に
お
く
れ
て
、
世
の
中
を
う
ら
み
て
」
と
あ
る
だ
け
で
、
い
っ
そ
う
簡
略
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

発
心
集
に
も
（
傍
線
引
用
者
）、

　
　

も
と
の
妻
を
捨
て
て
、
た
ぐ
ひ
な
く
覚
え
け
る
女
を
相
具
し
て
く
だ
り
け
る
程
に
、
国
に
て
、
女
、
病
を
受
け
て
、
つ
ひ
に

　
　

は
か
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、
嘆
き
悲
し
む
こ
と
限
り
な
し
。
恋
慕
の
あ
ま
り
に
、
取
り
捨
つ
る
わ
ざ
も
せ
ず
、
日
比
経
る
ま

　
　

ま
に
、
成
り
行
く
さ
ま
を
見
る
に
、
い
と
ど
う
き
世
の
い
と
は
し
さ
思
ひ
知
ら
れ
て
、
心
を
発
し
た
り
け
る
な
り
。

と
あ
り
、「
日
比
経
る
ま
ま
に
、
成
り
行
く
さ
ま
を
見
る
に
」
の
よ
う
に
、
続
本
朝
往
生
伝
に
見
ら
れ
た
九
想
観
と
通
じ
る
記
述

は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
た
簡
潔
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
鏡
に
は
（
傍
線
引
用
者
）、

　
　

三
河
守
に
な
り
て
、
国
へ
下
り
給
ひ
け
る
に
、
類
な
く
お
ぼ
え
け
る
女
を
具
し
て
お
は
し
け
る
ほ
ど
に
、
女
み
ま
か
り
に
け

　
　

れ
ば
、
悲
し
び
の
あ
ま
り
に
取
り
捨
つ
る
こ
と
も
せ
で
、
な
り
ま
か
る
さ
ま
を
見
て
、
心
を
お
こ
し
て
、
や
が
て
頭
お
ろ
し

　
　

て
、
都
に
の
ぼ
り
て
、

と
あ
り
、
定
基
へ
の
敬
意
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
あ
る
が
、
九
想
観
に
通
じ
る
記
述
も
含
め
て
、
発
心
集
と
き

わ
め
て
よ
く
似
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
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訓
点
を
施
し
た
話
を
載
せ
て
お
り
、
発
心
集
と
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

宝
物
集
・
元
亨
釈
書
・
三
国
伝
記
・
東
斎
随
筆
・
源
平
盛
衰
記
な
ど
に
は
第
④
段
落
の
内
容
に
該
当
す
る
記
事
は
な
く
、
宇
治

拾
遺
物
語
と
今
昔
物
語
集
と
が
他
書
と
比
較
し
て
よ
り
類
似
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
さ
ら
に
確
認
で
き
る
か
と
思
う
。

　

こ
こ
ま
で
が
、
宇
治
拾
遺
物
語
・
第
五
九
話
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
宇
治
拾
遺
物
語
と
今
昔
物
語
集
と
を
比
較
す
る
と
、
第

②
・
③
・
④
段
落
は
、
も
と
も
と
一
連
の
説
話
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
宇
治
拾
遺
物
語

の
話
を
見
る
か
ぎ
り
、
第
③
段
落
を
中
心
と
し
て
、
第
②
段
落
が
前
置
き
、
第
④
段
落
が
後
日
譚
で
あ
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
第
②
段
落
に
お
い
て
、
宇
治
拾
遺
物
語
が
今
昔
物
語
集
よ
り
も
略
述
的
な
内
容
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
納
得
が
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
⑤
段
落
は
、
渡
宋
し
て
聖
跡
を
礼
せ
ん
と
決
意
し
た
寂
照
が
比
叡
山
に
い
る
我
が
子
と
別
れ
を
告
げ
る
た
め
に
会
い
に
行
く

話
で
あ
る
が
、
今
昔
物
語
集
以
外
に
こ
の
話
を
収
載
す
る
本
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
寂
照
の
渡
海
前
の
こ
と
が
ら
に
関

し
て
は
、
続
本
朝
往
生
伝
に
、

　
　

寂
心
遷
化
之
後
。
長
徳
年
中
条
状
。
申
下
依
本
願
可
拝
大
宋
国
清
涼
山
之
由
。
幸
被
可
許
。
既
以
渡
海
。
進
発
之
時
。
於
山

　
　

崎
宝
山
。
為
母
修
八
講
。
以
静
照
為
講
師
。
此
日
出
家
之
者
五
百
余
人
。〈
至
婦
女
者
、
自
車
切
髪
与
講
師
云
々
〉
四
面
成
堵
。

　
　

聴
聞
之
衆
。
莫
不
涕
泣
。

と
あ
り
、
勅
許
を
得
て
の
渡
宋
で
あ
っ
た
こ
と
、
直
前
に
山
崎
の
宝
山
（
宝
寺
）
に
お
い
て
母
の
た
め
に
法
華
八
講
を
修
し
た
こ

と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
宝
物
集
で
も
、
山
崎
宝
寺
で
の
法
華
八
講
に
つ
い
て
記
す
が
、
そ
の
こ
と
が
「
諸
家
の
日
記
」（
不
詳
）

に
書
い
て
あ
る
よ
う
だ
と
し
て
、
さ
ら
に
、

　
　

そ
の
頃
の
人
「
一
定
渡
海
は
せ
ん
ず
る
か
」
と
申
し
け
れ
ば
、

　
　
　

と
ゞ
ま
ら
ん
と
ゞ
ま
ら
じ
と
も
思
ほ
え
ず
い
づ
く
も
つ
ゐ
の
住
か
な
ら
ね
ば

と
、
金
葉
集
三
奏
本
（
三
三
四
番
）
や
詞
花
集
（
一
八
一
番
）
な
ど
に
も
見
え
る
和
歌
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
元
亨
釈
書
で
は
、

な
齟
齬
が
な
い
な
ど
と
い
う
点
も
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
ほ
う
が
幾
分
か
原
話
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

第
④
段
落
は
、
か
つ
て
別
れ
た
妻
の
家
に
乞
食
に
訪
れ
た
寂
照
が
、
辱
め
を
受
け
る
よ
う
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
も
、
少
し
も

動
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
文
中
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
「
呼
ビ
上
テ
畳
ニ
居
ヘ
テ
」
と
「
庭
に
畳
を
し
き

て
」
や
、「
不
騒
ズ
シ
テ
、
貴
ク
也
ケ
リ
」
と
「
苦
し
と
も
思
は
ざ
り
け
る
な
り
」
の
よ
う
に
、
小
異
は
あ
る
も
の
の
、
や
は
り

両
書
は
本
来
同
原
の
説
話
で
あ
る
と
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
、
他
書
の
当
該
個
所
を
確
認
し
て
お
く
。

　

続
本
朝
往
生
伝
で
は
、「
多
年
之
間
。
修
行
仏
法
。
或
次
第
乞
食
。
不
屑
今
生
之
事
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
旧
妻
と
の
こ
と
に

は
一
切
触
れ
ず
、
こ
の
あ
と
如
意
輪
寺
に
住
し
た
こ
と
、
寂
心
（
慶
滋
保
胤
）
を
師
と
し
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。

　

発
心
集
で
は
、

　
　

か
し
ら
お
ろ
し
て
後
、
乞
食
し
あ
り
き
け
る
に
、「
我
が
道
心
は
実
に
発
り
た
る
や
と
こ
こ
ろ
み
ん
」
と
て
、
妻
の
も
と
へ

　
　

行
き
て
物
を
乞
ひ
け
れ
ば
、
女
、
こ
れ
を
見
て
、「
我
に
う
き
目
見
せ
し
報
ひ
に
か
か
れ
と
こ
そ
は
思
ひ
し
か
」
と
て
、
う

　
　

ら
み
を
し
て
向
ひ
た
り
け
る
が
、
何
と
も
覚
え
ざ
り
け
れ
ば
、「
御
徳
に
仏
に
な
り
な
む
ず
る
事
」
と
て
、
手
を
す
り
、
悦

　
　

び
て
出
に
け
り
。

と
あ
る
。
旧
妻
の
も
と
へ
乞
食
に
行
く
話
は
あ
る
が
、
表
現
レ
ベ
ル
で
は
宇
治
拾
遺
物
語
や
今
昔
物
語
集
と
は
や
や
離
れ
て
お
り
、

こ
の
あ
と
に
は
、
寂
心
を
師
と
し
た
こ
と
、
如
意
輪
寺
に
住
し
た
こ
と
、
源
信
に
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
今
鏡
に
は
、

　
　

物
な
ど
乞
ひ
あ
り
き
け
る
に
、
も
と
の
妻
に
て
あ
り
け
る
女
、「
わ
れ
を
捨
て
た
り
し
報
い
に
、
か
か
れ
と
こ
そ
思
ひ
し
に
、

　
　

か
く
見
な
し
た
る
こ
と
」
な
ど
申
し
け
れ
ば
、「
御
徳
に
仏
に
な
り
な
む
こ
と
」
と
て
、
手
を
す
り
て
喜
び
け
る
と
伝
へ
語

　
　

り
侍
る
。

と
あ
っ
て
、
第
②
段
落
と
同
様
に
、
発
心
集
と
酷
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
あ
と
は
、
寂
心
を
師
と
し
た
こ
と
、
如
意
輪
寺
に

住
し
た
こ
と
、
源
信
に
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
記
し
た
う
え
で
、
平
惟
仲
が
北
白
川
で
六
十
巻
の
講
説
を
催
し
た
際
に
読
師
を
勤
め
、
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絶
句
と
和
歌
を
作
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
宝
物
集
で
は
、「
つ
ゐ
に
大
唐
国
へ
わ
た
り
て
、
清
涼
山
の
麓
に
草
庵
を
む
す

び
て
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
臨
終
に
際
し
て
の
作
詩
に
つ
い
て
記
さ
れ
、
鉢
を
飛
ば
す
話
は
な
い
。
発
心
集
に
は
、「
か
く
て
、

終
に
唐
へ
渡
つ
て
、
云
ひ
し
ら
ぬ
験
ど
も
あ
ら
は
し
た
り
け
れ
ば
、
大
師
の
名
を
得
て
、
円
通
大
師
と
申
し
け
る
」
と
あ
っ
て
（
傍

線
引
用
者
）、
そ
の
後
に
、
往
生
に
際
し
て
来
迎
の
楽
が
聞
こ
え
た
こ
と
、
漢
詩
と
和
歌
を
作
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。「
云
ひ
し

ら
ぬ
験
ど
も
あ
ら
は
し
た
り
け
れ
ば
」
の
内
容
が
飛
鉢
説
話
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
具
体
的
な
記
述
は
な
い
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
鏡
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
、「
遂
に
唐
国
に
お
は
し
て
も
、
言
ひ
知
ら
ぬ
こ
と
ど
も
お
は
し
け
れ
ば
、
大
師
の

御
名
得
給
ひ
て
、
円
通
大
師
と
こ
そ
聞
え
給
ふ
め
れ
」（
傍
線
引
用
者
）
と
あ
っ
て
、
臨
終
の
際
の
楽
の
音
、
詩
・
歌
に
つ
い
て
記
す
。

元
亨
釈
書
は
、
寂
照
が
厚
遇
さ
れ
た
こ
と
、
無
量
寿
仏
像
を
上
進
し
て
真
宋
皇
帝
に
紫
方
袍
を
賜
っ
た
こ
と
、
寂
照
を
称
え
る
賛

な
ど
を
載
せ
、
飛
鉢
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
が
、
寂
照
が
黒
金
の
水
瓶
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
晋
公
と
交
わ
し
た
漢
詩
に
そ
の
水

瓶
の
こ
と
が
歌
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。
三
国
伝
記
は
、「
長
保
五
年
ノ

秋
八
月
廿
五
日
ニ

入
唐
シ

、
清
涼
山
ニ

到
テ

大
聖
文
殊
ヲ

拝
シ

、

彼
ノ

山
ノ

麓
ト
ニ

　

居
タ
リ

　

。
円
通
大
師
ト

云
是
也
」
と
記
し
た
後
に
、
あ
る
阿
育
王
が
建
立
し
た
石
塔
の
一
つ
が
近
江
国
に
あ
り
、
そ
の

影
が
清
涼
山
の
池
に
映
る
の
を
僧
達
が
礼
拝
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
寂
照
が
知
っ
て
書
き
記
し
、
箱
に
入
れ
て
海
に
投
入
れ

た
こ
と
、
そ
の
後
臨
終
に
際
し
て
作
詩
し
た
こ
と
、
寂
照
の
投
げ
入
れ
た
箱
が
日
本
に
流
れ
着
き
、
石
塔
の
発
見
に
到
っ
た
こ
と

な
ど
を
語
る
。
源
平
盛
衰
記
も
、「
其
後
大
唐
国
ニ
渡
、
清
涼
山
ニ
参
タ
リ
ケ
レ
バ
」
と
し
て
、
石
塔
の
影
を
拝
む
話
を
書
き
付

け
て
海
に
入
れ
た
も
の
が
日
本
に
流
れ
着
く
話
を
続
け
る
が
、
作
詩
の
話
や
石
塔
発
見
の
話
は
な
い
。
ま
た
、
両
書
と
も
飛
鉢
の

話
に
は
全
く
触
れ
な
い
。
東
斎
随
筆
は
、「
此
人
渡
唐
シ
テ
諸
ノ
聖
迹
ヲ
礼
ス
。
僧
供
ヲ
受
ト
キ
、
寂
昭
鉢
飛
デ
（
マ
マ
）物
ヲ
ウ
ク
ル
事

ア
リ
」
と
（
傍
注
引
用
者
）、
た
い
へ
ん
簡
潔
に
飛
鉢
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

　

第
⑦
段
落
は
、
寂
照
が
五
台
山
で
湯
浴
み
の
施
入
を
行
っ
た
際
に
、
文
殊
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
瘡
の
あ
る
女
に
食
物
を
与
え
た

と
い
う
話
で
、
光
明
皇
后
の
説
話
を
想
起
さ
せ
る
が
、
わ
ず
か
に
東
斎
随
筆
に
お
い
て
、「
五
台
山
ニ
詣
テ
、
文
殊
ノ
女
ト
化
セ

ル
ヲ
見
ル
」
と
あ
る
だ
け
で
、
続
本
朝
往
生
伝
・
宝
物
集
・
今
鏡
・
発
心
集
・
源
平
盛
衰
記
・
元
亨
釈
書
・
三
国
伝
記
な
ど
で
は

「
長
保
二
年
。
信源

信

作
台
宗
問
目
二
十
七
条
。
付
昭寂
昭

寄
南
湖
知
礼
法
師
。
礼知
礼

延
昭
為
上
客
」
と
し
て
（
傍
注
引
用
者
）、
あ
た
か
も
寂

照
の
渡
宋
の
契
機
が
源
信
の
依
頼
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。
今
鏡
・
発
心
集
・
源
平
盛
衰
記
・
三
国
伝
記
・

東
斎
随
筆
な
ど
に
は
渡
宋
に
当
た
っ
て
の
特
別
な
出
来
事
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

第
⑥
段
落
は
、
渡
宋
し
た
寂
照
が
皇
帝
の
前
で
鉢
を
飛
ば
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
宇
治
拾
遺
物
語
で
は
、
第
五
九
話
と
は

遠
く
離
れ
た
第
一
七
二
話
に
位
置
す
る
。
こ
の
な
か
で
、
今
昔
物
語
集
の
「
思
ヒ
ノ
如
ク
所
々
ノ
聖
跡
ヲ
礼
ヌ
。
天
皇
モ
待
受
テ

止
事
無
ク
敬
ヒ
帰
依
シ
給
ヒ
ケ
リ
」
と
い
う
内
容
は
第
⑤
段
落
の
、「
寂
照
、
心
ニ
、「
震
旦
ニ
渡
テ
止
事
無
キ
聖
跡
ヲ
礼
セ
ム
」

ト
思
フ
心
付
テ
」
と
い
う
部
分
と
、
第
⑥
段
落
の
こ
の
後
の
内
容
か
ら
付
加
的
に
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、「
戒

ノ
浅
ケ
レ
バ
」「
此
レ
絶
タ
ル
事
也
」「
大
臣
・
百
官
」
な
ど
の
表
現
も
、
や
は
り
付
加
さ
れ
た
説
明
的
な
言
辞
で
あ
ろ
う
し
、
段

落
末
尾
の
、「
其
ノ
後
、
天
皇
、
寂
照
ヲ
帰
依
シ
給
フ
事
無
限
シ
」
と
い
う
記
述
も
、
重
複
的
な
内
容
で
し
か
な
い
。「
寂
照
思
ヒ

煩
テ
、
心
ヲ
至
テ
」
と
「
日
本
の
方
に
向
て
、
祈
念
し
て
云
」
に
も
、
内
容
的
に
は
大
き
な
違
い
は
な
い
の
で
、
こ
の
話
は
、
今

昔
物
語
集
が
や
や
詳
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
て
も
、
実
は
両
書
の
記
述
内
容
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
最
も
大
き
な
相
違
点
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
、「
我
国
の
三
宝
、
神
祇
助
給
へ
」
と
い
う
寂
照
の
言
葉
の
中
に
、

今
昔
物
語
集
に
は
見
ら
れ
な
い
「
神
祇
」
と
い
う
語
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
の
こ
の
位
置
に
神
祇
信
仰
が
入
る

必
然
性
は
考
え
難
く
、
仏
教
的
色
彩
の
強
く
な
い
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
付
加
の
可
能
性
が
高
そ
う
な
語
で
あ
る
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
既
に
、
続
本
朝
往
生
伝
に
も
（
傍
線
引
用
者
）、

　
　

到
大
宋
国
。
安
居
之
終
。
列
於
衆
僧
末
。
彼
朝
高
僧
。
修
飛
鉢
法
。
斎
食
之
時
。
不
自
行
向
。
次
至
寂
照
。
心
中
大
恥
。
深

　
　

念
本
朝
神
明
仏
法
。
食
頃
観
念
。
爰
寂
照
之
鉢
飛
繞
仏
堂
三
匝
。
受
斎
食
而
来
。
異
国
之
人
悉
垂
感
涙
。
皆
曰
。
日
本
国
不

　
　

知
人
。
令

然
渡
海
。
似
表
無
人
。
令
寂
照
入
宋
。
似
不
惜
人
云
々
。

と
あ
り
、「
深
念
本
朝
神
明
仏
法
」
と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
宇
治
拾
遺
物
語
の
優
位
性
を

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
続
本
朝
往
生
伝
で
は
、
こ
の
後
に
、
長
元
七
年
に
杭
州
で
の
遷
化
、
臨
終
に
際
し
て
の
瑞
祥
掲
焉
、
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二　

寂
照
説
話
の
視
点

　

宇
治
拾
遺
物
語
は
、
僧
侶
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
好
意
的
と
は
い
え
な
い
眼
差
し
を
見
せ
る
場
合
が
、
し
ば
し
ば
あ
る
。
し
か

し
、
前
節
で
見
て
き
た
話
に
関
し
て
は
、
定
基
へ
の
視
線
は
決
し
て
悪
い
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
五
九
話
に
お
け
る

よ
う
な
、
奇
行
と
も
言
え
る
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
も
、
道
心
の
固
さ
を
強
調
す
る
。
こ
れ
は
、
一
続
き
の
仏
教
説
話
群
の
最
後

に
僧
侶
を
笑
い
飛
ば
す
話
を
置
く
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
締
め
括
る
よ
う
な
手
法
を
考
慮
に
入
れ
る
と
し
て
も
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

後
掲
の
拙
稿
「
良
源
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」
で
述
べ
た
）、
定
基
説
話
の
置
か
れ
た
位
置
に
関
し

て
言
え
ば
そ
う
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
定
基
に
対
す
る
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
、
あ
る
い
は
編
者
の
属
す
る
環
境

の
、
固
有
の
視
点
が
影
響
し
て
い
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

宇
治
拾
遺
物
語
の
編
者
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
、「
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
考
│
南
家
貞
嗣
流
経
範
を
擬
す
│
」（
駒
澤
国

文
・
二
六
号
）
に
お
い
て
、
孝
範
の
息
男
で
あ
る
文
章
博
士
・
経
範
が
極
め
て
有
力
で
あ
ろ
う
こ
と
を
提
唱
し
、
さ
ら
に
、
そ

の
後
の
一
連
の
拙
稿
、「
実
頼
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
短
大
国
文
・
二
五
号
）、「
伊
尹
説

話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
・
二
三
号
）、「
通
俊
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治

拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
水
原
一
氏
編
『
古
文
学
の
流
域
』
新
典
社
研
究
叢
書
91
）、「
頼
通
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺

物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
国
文
・
三
三
号
）、「
兼
通
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
短
大
国

文
・
二
六
号
）、「
相
撲
人
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
短
大
国
文
・
二
七
号
）、「
道
長
説
話
の

視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
短
大
国
文
・
二
八
号
）、「
季
通
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者

の
意
識
│
」（
駒
澤
短
大
国
文
・
二
九
号
）、「
忠
家
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
短
大
国
文
・
三

〇
号
）、「
相
応
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
短
大
国
文
・
三
一
号
）、「
良
源
説
話
の
視
点
か
ら

│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒
澤
短
大
国
文
・
三
二
号
）、「
頼
信
説
話
の
視
点
か
ら
│
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
意
識
│
」（
駒

全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

第
⑧
段
落
は
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
末
尾
の
評
語
様
の
も
の
で
、
年
救
に
よ
っ
て
寂
照
説
話
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
大
師

号
の
こ
と
を
述
べ
、
お
よ
び
、
巻
第
一
九
の
テ
ー
マ
と
の
関
わ
り
か
ら
出
家
の
機
縁
に
触
れ
て
結
ん
で
い
る
。
円
通
の
第
四
号
に

つ
い
て
は
、
今
鏡
・
発
心
集
・
三
国
伝
記
・
東
斎
随
筆
で
触
れ
る
が
、
年
救
に
よ
る
説
話
の
伝
承
に
つ
い
て
触
れ
る
も
の
は
な
い
。

た
だ
、
入
唐
僧
の
年
救
は
御
堂
関
白
記
や
小
右
記
に
度
々
登
場
し
て
お
り
、
寂
照
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
日
本
に
伝
え
た
人

物
と
し
て
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
書
を
通
覧
す
る
と
、
定
基
（
寂
照
）
説
話
の
近
似
性
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
と
今
昔
物
語
集
と
が
飛
び
抜
け

て
高
く
、
両
者
に
き
わ
め
て
近
い
連
関
の
存
在
、
例
え
ば
共
通
の
典
拠
に
拠
っ
て
い
る
可
能
性
の
よ
う
な
も
の
を
想
像
さ
せ
る
。

た
だ
、
そ
れ
が
続
本
朝
往
生
伝
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
充
分
に
察
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
続
本
朝
往
生
伝
の
記
述
を
基
に

し
て
、
今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
説
話
を
再
生
さ
せ
た
と
考
え
る
と
理
解
で
き
な
い
二
書
の
み
の
共
通

性
が
あ
ま
り
に
も
多
く
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
い
て
第
五
九
話
と
第
一
七
二
話
と
い
う
別
の
説
話
と
し

て
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
話
が
、
本
来
、
今
昔
物
語
集
の
よ
う
な
一
連
の
説
話
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、

お
そ
ら
く
、
本
来
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
よ
う
な
二
話
別
々
の
形
で
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
を
、

今
昔
物
語
集
が
定
基
一
代
記
の
よ
う
な
形
に
統
合
し
た
も
の
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
共
通
部
分
に
お
け
る

今
昔
物
語
集
の
独
自
記
事
が
、
他
の
個
所
と
の
重
複
的
内
容
で
あ
っ
た
り
、
前
後
の
内
容
か
ら
単
純
に
付
加
で
き
る
も
の
で
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
。
宇
治
拾
遺
物
語
は
、
二
つ
の
説
話
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
定
基
に
関
す
る
人
物
説
明
に
筆
を
割
か
な
い

ば
か
り
か
、
重
複
的
な
内
容
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
基
本
的
に
は
定
基
へ
の
関
心
と
い
う
よ
り
は
、
話
そ
の
も
の
へ
の
興
味
に
よ
る

採
録
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
宇
治
拾
遺
物
語
・
第
五
九
話
に
限
っ
て
言
え
ば
、
第
③
段
落
を
中
心
に
し
て
全
体
を
構
成
す
る
方

向
で
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
よ
る
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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宇
治
拾
遺
物
語
が
、
編
者
の
家
系
と
の
連
関
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
時
代
に
お
け
る
家
の
ス
タ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
こ
と

や
、
そ
の
際
の
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
南
家
貞
嗣
流
・
尹
文
の
娘
を
母
に
持
つ
小
野
宮
実
資
の
視
点
が
参
考
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
の
中
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。
そ
の
実
資
の
日
記
・
小
右
記
の
中
で
、
天
元
五
年
正
月
十
日
条
に
は
、

「
申
六
位
蔵
人
者
雖
多
其
数
、
秀
才
大
江
定
基
是
二
代
侍
読
子
孫
、
尤
可
哀
憐
、
就
中
身
為
秀
才
、
已
候
雲
上
、
以
定
基
可
補
歟
」

と
あ
っ
て（
小
右
記
の
引
用
は
岩
波
・
大
日
本
古
記
録
に
よ
っ
た
）、か
な
り
同
情
的（
好
意
的
）な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

「
三
代
侍
読
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
尊
卑
文
脉
に
よ
れ
ば
、
定
基
の
父
・
斉
光
は
、「
三
代
侍
読
冷花
山
イ泉
円
融
一
条
」
と
あ
り
、

祖
父
・
維
時
も
「
三
代
侍
読
醍
醐
朱
雀
村
上
」
と
あ
っ
て
、
実
資
の
認
識
と
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
実
資
自
身
は
、
こ
の
前
年

の
天
元
四
年
二
月
か
ら
定
基
の
父
・
斉
光
に
替
わ
っ
て
蔵
人
頭
と
な
っ
て
お
り
（
公
卿
補
任
）、
面
識
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

定
基
の
母
方
の
関
連
で
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
・
第
一
一
一
話
「
歌
読
テ
被
免
罪
事
」
に
登
場
す
る
大
隈
守
が
桜
島
忠
信
で
あ
る
こ

と
が
拾
遺
集
の
詞
書
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
こ
の
話
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
、
大
隈
守
・
桜
島
忠
信
に
対
す
る
宇
治
拾
遺
物
語
の
特

殊
意
識
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
り
、
落
書
に
よ
っ
て
司
を
得
た
忠
信
へ
の
共
感
や
儒
者
と
し
て
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
（
前
掲
の
拙
稿
「
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
考
│
南
家
貞
嗣
流
経
範
を
擬
す
│
」）。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

僧
侶
に
対
し
て
冷
め
た
視
線
を
見
せ
る
こ
と
の
少
な
く
な
い
宇
治
拾
遺
物
語
が
、
定
基
（
寂
照
）
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
好
感

を
持
っ
て
記
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
強
ち
無
理
な
想
定
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
定
基
の
も
う
一
つ
の
著
名
な
説
話
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
拾
遺
集
に
定
基
の
兄
・
為
基
の
も
と
へ
鏡
を
売

り
に
来
た
女
の
作
と
し
て
載
る
「
今
日
ま
で
と
見
る
に
涙
の
ま
す
鏡
な
れ
に
し
影
を
人
に
語
る
な
」
と
い
う
和
歌
に
ま
つ
わ
る
説

話
で
（
拾
遺
集
の
引
用
は
岩
波
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
）、
今
昔
物
語
集
・
巻
第
二
四
「
参
河
守
大
江
定
基
送
来
読

和
歌
語
第
四
八
」、
宝
物
集
・
巻
第
三
、
古
本
説
話
集
・
第
三
四
話
「
或
女
房
売
鏡
事
」、
十
訓
抄
・
巻
第
十
、
古
今
著
聞
集
・
巻

第
五
・
和
歌
第
六
「
大
江
定
基
鏡
売
の
女
の
歌
に
依
り
て
出
家
入
唐
の
事
」、
沙
石
集
・
巻
第
五
末
ノ
二
な
ど
で
、
定
基
に
ま
つ

わ
る
話
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
確
認
の
意
味
で
、
こ
の
う
ち
か
ら
、
比
較
的
短
い
古
本
説
話
集
を
引
用
し
て
お

澤
短
大
国
文
・
三
三
号
）
な
ど
の
中
で
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
編
者
が
藤
原
経
範
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
宇
治
拾
遺
物
語
所
収
説
話
を

ど
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
を
論
じ
て
き
た
。
本
稿
で
も
、こ
れ
ら
と
同
じ
立
場
か
ら
、定
基
説
話
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

大
江
氏
の
人
物
で
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
直
接
登
場
す
る
の
は
定
基
一
人
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
定
基
は
、
斉
光
の
息
男
で
、
匡
衡

と
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
岩
波
・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
頭
注
に
よ
れ
ば
、
母
は
島
忠
信
の
娘
と
あ
る
。
宇

治
拾
遺
物
語
の
編
者
の
家
系
と
大
江
氏
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
経
範
の
祖
祖
父
・
永
実
の
母
が
大
江
広
経
の
娘
で
あ
り
、
広

経
の
祖
祖
父
と
定
基
の
父
・
斉
光
は
従
兄
弟
同
士
に
当
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
（
尊
卑
文

脉
文
脈
に
よ
る
）。
こ
の
関
係
は
、
後
拾
遺
集
・
金
葉
集
・
詞
花
集
な
ど
の
作
者
と
な
っ
た
広
経
の
父
・
公
資
が
、
和
歌
六
人
党

の
一
人
で
南
家
貞
嗣
流
と
繰
り
返
し
姻
戚
関
係
の
あ
っ
た
長
良
流
・
範
永
と
特
に
親
交
が
深
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

定
基
の
母
に
つ
い
て
は
寡
聞
に
し
て
そ
の
典
拠
を
知
ら
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
ら
の
関
係
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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と
の
ゝ
御
前
『
こ
れ
は
行
い
み
じ
う
す
と
き
ゝ
し
者
な
れ
ば
、
必
ず
験
あ
ら
ん
』
と
て
あ
まざ

り
に
な
さ
せ
給
。『
こ
の
御
心
地
は
、

寂
照
の
幸
な
り
け
り
』
と
世
の
人
申
め
る
」
と
あ
っ
て
（
傍
注
マ
マ
）、
験
力
を
認
め
ら
れ
て
阿
闍
梨
に
取
り
立
て
ら
れ
る
と
い

う
記
事
も
出
て
く
る
が
、
世
間
の
人
々
が
妍
子
の
病
を
寂
照
に
と
っ
て
の
幸
い
で
あ
る
と
噂
し
た
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
一
方

的
に
よ
い
評
価
で
あ
る
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

ま
た
、古
事
談
・
巻
三
「
寂
照
前
生
ハ
唐
ノ
娥
媚
山
ノ
僧
タ
ル
事
」
で
は
、寂
照
の
前
生
が
娥
媚
山
の
僧
で
、師
匠
と
法
門
を
争
っ

た
妄
執
に
よ
っ
て
往
生
で
き
ず
に
日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
寂
照
の
入
宋
や
極
楽
往
生
が
周
知
の
事
実
で
あ
る
と
の

前
提
に
立
っ
て
の
話
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
古
事
談
の
中
で
は
そ
う
し
た
寂
照
の
事
績
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
な
い
ま

ま
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
話
は
、
十
訓
抄
・
巻
第
十
に
も
出
る
が
、
末
尾
に
、「
さ
り
け
れ
ば
に
や
、
俗
に
て
あ
り
け
る
時
よ
り
、

頭
光
あ
ら
は
し
て
見
え
け
り
」
と
（
十
訓
抄
の
引
用
は
小
学
館
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
っ
た
）、
古
事
談
に
は
見
ら
れ

な
い
記
述
を
載
せ
て
い
る
。
十
訓
抄
に
載
る
定
基
の
説
話
は
、
鏡
売
り
の
女
の
話
、
臨
終
時
の
作
詞
の
話
、
寂
照
の
前
生
の
話
と

い
う
三
段
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第
二
段
の
末
尾
に
も
、「
た
だ
し
、
こ
の
詩
、
保
胤
作
れ
り
と
い
ふ
。
た
づ
ぬ

べ
し
」
と
記
し
（
前
半
の
二
句
が
新
撰
朗
詠
集
に
保
胤
の
作
と
し
て
載
る
よ
う
な
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
か
）、
疑
義
を
表
明
し
て

お
り
、
定
基
（
寂
照
）
に
対
す
る
賞
賛
や
憧
憬
の
み
に
偏
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
書
き
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
栄
花
物
語
あ
る
い
は
古
事
談
や
十
訓
抄
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
好
印
象
の
寂
照
像
ば
か
り
が
喧

伝
・
膾
炙
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宇
治
拾
遺
物
語
が
、
編
者
や
家
の
視
点
を
意
識
的
・
無
意
識

的
と
を
問
わ
ず
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
前
節
で
見
て
き
た
寂
照
説
話
の
在
り
方
に
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
意

味
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

寂
照
自
身
は
、
入
宋
後
も
日
本
と
の
交
流
を
持
ち
、
道
長
に
対
し
て
も
消
息
や
書
物
を
贈
っ
て
お
り
、
御
堂
関
白
記
に
も
繰
り

返
し
登
場
す
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
後
に
渡
宋
し
た
成
尋
も
、
そ
の
際
の
記
録
で
あ
る
参
天
台
五
台
山
記
に
お
い
て
、
力
を
込
め

て
寂
照
の
事
績
を
書
き
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
々
の
記
憶
に
甦
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
背

く
（
古
本
説
話
集
の
引
用
は
、
岩
波
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
）。

　
　
　

今
は
昔
、
世
の
い
た
く
悪
か
り
け
る
年
、
五
月
長
雨
の
こ
ろ
、
鏡
の
筥
を
、
女
持
て
歩
き
て
売
り
け
る
を
、
参
河
の
入
道

　
　

の
も
と
に
持
て
来
た
り
け
れ
ば
、沃
懸
地
に
蒔
き
た
る
筥
也
。
内
に
薄
様
を
引
き
破
り
て
、を
か
し
げ
な
る
手
に
て
書
き
た
り
。

　
　
　

今
日
ま
で
と
見
る
に
涙
の
ま
す
鏡
馴
れ
に
し
影
を
人
に
語
る
な

　
　

と
あ
る
を
見
て
、
道
心
発
り
け
る
こ
ろ
な
り
け
れ
ば
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
て
、
う
ち
泣
き
て
、
物
十
石
車
に
入
れ

　
　

て
、
鏡
は
返
し
と
ら
せ
て
や
り
て
け
り
。
雑
色
男
帰
り
て
、「
五
条
町
の
辺
に
、
荒
れ
た
り
け
る
所
に
、
や
が
て
下
し
つ
」　

　
　

と
な
む
語
り
け
る
。
誰
と
い
ふ
と
も
知
ら
ず
。

　

こ
の
説
話
は
、
拾
遺
集
と
宝
物
集
を
除
け
ば
、
道
心
を
起
こ
し
た
頃
で
あ
っ
た
た
め
に
同
情
心
を
起
し
た
、
あ
る
い
は
、
ま
す

ま
す
道
心
を
固
め
る
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
、
と
し
て
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
第
④
段
落
と
並
べ

る
か
置
き
換
え
る
か
し
て
も
充
分
に
成
り
立
つ
話
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
（
実
際
に
、
十
訓
抄
は
、
こ
の
後
を
、
入
唐
往
生
の
話

へ
と
続
け
て
い
る
）。
こ
れ
だ
け
著
名
な
説
話
で
、
し
か
も
、
今
昔
物
語
集
や
古
本
説
話
集
の
よ
う
な
、
宇
治
拾
遺
物
語
と
の
共

通
説
話
の
多
い
説
話
集
に
も
収
録
さ
れ
た
話
で
あ
る
以
上
、
宇
治
拾
遺
物
語
集
の
編
者
が
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
い
け
ば
、
宇
治
拾
遺
物
語
は
、
あ
え
て
こ
の
話
を
収
載
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
編
者
が
、
和
歌
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
こ
と
、
定
基
の
話
に
し
て
も

人
物
的
興
味
か
ら
乗
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
等
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
栄
花
物
語
・
巻
第
二
九
「
た
ま
の
か
ざ
り
」
の
中
に
は
、
枇
杷
殿
皇
太
后
妍
子
の
病
気
平
癒
の
祈
り
に
関
す
る
記

事
と
し
て
、「
枇
杷
殿
に
は
、
こ
の
頃
の
三
井
寺
の
心
誉
僧
正
・
明
尊
僧
都
・
寂
照
な
ど
御
修
法
仕
う
ま
つ
る
。
か
か
れ
ど
験
と

い
ふ
事
ゆ
め
に
見
え
さ
せ
給
は
ぬ
事
を
、
上
の
御
前
心
細
く
お
ぼ
し
歎
き
た
り
」
と
あ
っ
て
（
栄
花
物
語
の
引
用
は
岩
波
・
日
本

古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
）、
寂
照
の
験
力
を
疑
問
視
し
た
り
、
上
の
御
前
（
倫
子
）
が
心
細
く
思
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
記
述

が
出
て
く
る
。
こ
の
後
、
同
じ
巻
第
二
九
「
た
ま
の
か
ざ
り
」
の
中
で
は
、「
寂
照
と
い
ふ
人
、
御
物
の
け
な
ど
現
し
た
り
と
て
、
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景
の
中
で
、
寂
照
の
説
話
は
、
あ
る
い
は
出
家
機
縁
譚
と
し
て
、
あ
る
い
は
奇
瑞
譚
と
し
て
、
あ
る
い
は
往
生
譚
と
し
て
、
あ
る

い
は
風
流
譚
と
し
て
と
い
っ
た
具
合
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
諸
種
の
形
に
形
象
し
直
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

宇
治
拾
遺
物
語
は
、
し
か
し
そ
う
し
た
寂
照
そ
の
人
に
対
す
る
共
感
や
興
味
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
定
基
の
奇
行
と
も
い
え
る
行

為
や
地
方
の
風
習
、
あ
る
い
は
異
国
で
の
奇
瑞
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
ら
に
関
心
を
持
っ
て
説
話
を
収
録
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

そ
う
し
て
、
そ
の
際
、
編
者
の
置
か
れ
た
家
や
境
遇
な
ど
と
い
っ
た
環
境
が
、
定
基
像
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

付
記　
　

本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
の
駒
澤
短
期
大
学
国
文
科
の
専
門
科
目
「
説
話
文
学
Ⅱ
」
の
講
座
の
中
で
宇
治
拾
遺
物
語
を

取
り
扱
っ
た
際
に
、
受
講
生
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
そ
の
質
疑
に
応
え
よ
う
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
き
た
部
分
が
多
い
こ

と
を
併
記
し
て
お
く
。

　
　
　
　

大
方
の
ご
叱
正
を
賜
り
た
い
。


